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フ ェ リ ア の 変 貌

スペ イ ン， エ ス トレ マ ドゥー ラの 家 畜 ・産 業 ・祝 祭 市

黒 田 悦 子＊

The Transformation of the  Ferias  : Ferias of Livestock, 

 Agri-pastoral Industrial Products, and Festive Events 

       in a Town of Southern Extremadura

Etsuko KURODA

   In the history of Spain some ferias have disappeared while 
others have survived. The former are represented by the feria 
of Medina del Campo in Castilla and the latter by the feria of 
Sevilla. This grand Andalusian city shows us how the feria can 
survive in a century in which peoples' dependence on agri-

pastoral work tends to decrease. In the middle of the 19th 
century Sevilla initiated a feria-fiesta to add to her original feria 
of livestock, and as time went on in the 20th century, the feria-
fiesta came to supersede the feria of livestock. 

   The town of Zafra in the province of Badajoz, Extremadura 
innovated around 1966 her centuries-old feria after the  model of 

the Sevillan feria-fiesta, although maintaining her feria of 
livestock. As a result, in the 1980s the ferias of this town showed 
delicate combinations of ferias of livestock, agri-pastoral in-
dustrial products, and festive events. 

   On the 1st and 15th day of each month livestock market 
is  held for small scale buyings and sellings of livestock, especially 
Iberian pigs. Livestock owners and merchants gather at a bar 
in the center of the town and go to the corrals to conclude their 
business. 
   At the ferias of Mocos (Feb. 3) and San Pablo y San Pedro 

 ( June 29), horses, mules, and donkeys, usually owned by Gypsies, 
are sold through Gypsy mediators called  tratantes or corredores. 
However, these ferias of livestock have been declining since the
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1960s when the "miraculous" economic development of Spain 

reached even this southern rural region. 

   At the feria of San Miguel, the biggest feria of the town in 

October, we may witness since the 1966 innovations many 

festive events and a large-scale exhibition and sale of agri-

pastoral industrial products in addition to the now disappearing 
feria of horses, mules, and donkeys in which Gypsies participate. 

   As the above description suggests, Gypsies were and still are 

involved in the ferias as sellers and mediators of livestock. They 

participated in the ferias also as theatrical and rodeo performers, 
and a few still come as street performers. A series of ferias in 

this part of Southern Extremadura seems to have constituted 

a cycle, consisting of Fregenal de la  Sierra—Llerena—Zafra— 

Merida and concluded by the Gypsy pilgrimages to Fregenal de 

la Sierra to which also the non-Gypsies of the province pay 

visits. This pilgrimage to Fregenal since around 1969 has in-

creased in importance as a meeting place for the Gypsies who had 

ceased to visit the towns of ferias since the  1960s.

は じめ に

１．　 フ ェ リア の モデ ル 　 　メデ ィー ナ ・デ ル ・

　 カ ンポ とセ ビー リャ

２．　 サ フ ラの フ ェ リア

　 １） そ の 由来

　 ２） 現在 の フ ェ リア （１９８１－８２， １９８９年 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 いち

　　　（１） 毎月 １と１５の 日の市 （メル カ ー ド）

　　　（２） 鼻 水 の フ ェ リア （２月 ３日）

　　　（３） サ ン ・ペ ドロ とサ ン ・パ ブ ロの フ ェ

　　　　　リア （６．月２９日）

　　　（４） サ ン ・ミゲ ル の フ ェ リア （１０．月 第 １

　　　　週 ， 第 ２週 ）

３．　 ジ プ シー の参 加 につ いて

あ と が き

は　 じ　め　 に

　 ヨー ロッパの中世 ・ルネ ッサ ンス期 とそれ以降の民衆文化に特徴的な風景の一つに

フェリァ （定期市） があ った。家畜 や もろもろの物品の売買，露天，物売 りの声，大

道芸人 など，その時代の風俗 が生々と姿を現わ していた。 この姿 は今 はどこへ行 って

しまったの だろ うか。

　 スペイ ンのエス トレマ ドゥー ラ南部 のバダ ホス県 （地図 ２） にはフェ リアのあ る町

が点 々と存在 してい る。 特に，フ レヘナル ・デ ・ラ ・シエ ラ， ジェ レーナ，サ フ ラ，
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１．フ ェ リア の コ ーナ ー （１９８１－ ８２年 ）

２．赤 １・．＿ｆ．

３．公 認 屠殺 所

４．交 易所

５．老 人 セ ンタ ー

６．病 院

７．治 安 警 備 隊 駐 屯所

８．カ ン デ ラ リア教 会 （教 区 教 会 ）

９．田∫ｆ斐ζ上易

ｚｏ．公 爵 の 城 （町 役 場 所 布）

１１．サ ン タ ・マ リー ナ 教 会

ユ２．サ ンタ ・ク ラ ラ修 道 院

１３．サ ンタ ・カ タ リー ナ教 会

ヱ４．市場

】５ サ ンテ ィア ゴ修 道 院

１６ 小 プ ラ サ

１７．大 プ ラ サ

ｉｓ．ロサ リオ教 会

１９．カル メ リー タ修 道 院

２０．エ スパ ー ニ ャ広 場 （プ ラサ ）

２１．垂！≦ｆ更；司

２２．公 園

２．’，．〔朔！｛一楊

２４．サ ン ・ミゲル 教 会

２ｙ．サ ン ・フ ラ ン シ ス コ教 会 の 廃 嘘

２６．フ ッ トボ ール 場

２７．墓 地

多勿 セ ビー リヤ街

ご 殉’粗咽 郭都τ｛】吝【１
、鯛臨一ρ ’

Ａ フ ェ リア の 敷 地 （１９８９ｔ｛一）

Ｂ フ ェ リアの 遊 戯 場 （１９８９ｓ　．）

Ｃ Ｊ’場 誘 致 の ため の敷 地 （１９８９で１り

地 図 １ 町 の 空 間 配 置

エ ス トレマ ド ゥー ラの 日のパ ンフ レ ッ ト， Ｃｒｏｃｈｅ［１９８０：６４ＲｅｃｉｎｔｏＡｍｕｒａｌｌａｄｏ］，Ｖｉｖａｓ

Ｔａｂｅｒｏ ［１９０１：ＰｌａｎｏｄｅｌａＣｉｕｄａｄ］ を元 に作成 。

メリダのフェリアは大 きなものとされ，それらを見聞すると，フェリァが時代の流れ

とともに変貌 してきたことが読みとれる。端的にいうと，フェリアといえば欠かせな

かった家畜市の姿が減少 し，替わ りに産業物産市と祝祭の場としての様相が増えてき

たのである。そのように変貌 しなければフェリアは存続 しえなかった，というのが現
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実で あ ったであろ う。

　そのような変貌 と，その結果 としてあ る現在の フェ リアの姿 をサフラの町を例に し

て紹介 してみたい。

　 サフラの人 々は町の旧区画内の中心にあ る小 プ ラサ （広場） （地図１－１６＞に来 ると，

そ こが昔の フェ リアの場であ った こと，そ して フェ リアの由来が 中世に まで遡 ること

を語 る。そ して，旧区画外 の広 々と した空間に見え るフェ リア用の敷地 （地図１－Ａ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まちびと

Ｂ） を指差 して は，１９６６年 を境 に町人 の努力で旧来 のフ ェリァが エス トレマ ドゥーラ

地方 随一 のフェ リアに発展 した ことを誇 りにす る。 確かに， この活性化は偉業 と もい

え よう。 この地方 の多 くの町が過疎 で悩 むなかで，サ フラは商業活動で活気を持 ち，

大 きな フェ リアのあ る立派な町 と して近隣で認 められ て きたか らであ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　の

　 それで は， このフェ リアの活性化 は町人 の自前の発明で あ ったのだろ うか。 発明に

は必ず とい っていい程，前例 とな る失敗例 と成功 例があ るものだが，サ フラの町の場

合 もその例外で はない。 スペイ ンのあちこちで起 こったフ ェリアの没落は失敗例で あ

りうる し，サフ ラの近 くの最大 の都市セ ビー リャの フェ リアは成功例 と して町人の注

目を惹いて きた。 このよ うに反 面教師となる前例や模範 とする前例があ って こそ，サ

フ ラの人 々も比較 的容易 に， そのフェ リアを活性化 しえたのであろ う。反面教師につ

いては町人 は具体 的に町 の名 を挙 げない。そ こで ，私 はスペイン史上の最大の没落例

と してメデ ィーナ ・デル ・カ ンポの例を挙げて， フェ リアが衰退 してい く典型例 を紹

介 してみ よう。 模範例 となるのはセ ビー リャで あ り，その ことは町人が 自分の町の こ

とを 「小 さなセビー リャ」 とよび，町の フェリアについて語 る度毎に セ ビー リャの フ

ェ リアを引き合いに 出す ことで も明 らかであ る。 そ こで，本稿 の第一章で はメデ ィー

ナ ・デル ・カ ンポとセビー リャのフ ェリアの辿 った道 を追 ってみ よう。

　 第二章 では，セビー リャの フェ リアをモデルに して，１９６６年 を境に して変貌を とげ

て きたサ フラのフ ェリァの現状を記述 したい。 資料 は１９８１年１２月 一８２年 ９月末 と１９８９

年１０－１１月 に私が見聞 した事実によ って いる。 町の フェ リアの由来を確かめ， 現在 の

町で催 され る四つのフ ェリア （一つ はメルカー ドと称 され るが） を記述す ることで ，

フ ェリアの変貌の諸相が 自ず と明 らかにな るだろう。

　 第三章では，ジプ シーの フェ リアへの参加についてのべたい。 この地方 のフェ リア

に は家畜仲介人と して のジプ シーの参加が不可欠であ ったか らであ り，また， この地

方 の一連の フェ リアの締 め くくりと して ジプ シー中心の巡礼があ り，それに普通 の町

人 も参加す るとい う事実があるか らであ る。
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１． フ ェ リア の モ デ ル

　　　　　　　メ デ ィ ー ナ ・デ ル ・カ ン ポ と セ ビ ー リ ャ

　 メディーナ ・デル ・カ ンポはスペイ ン中央部 のカステ ィー リャ ・レオン地方 の町で

あ り，人 口は１５，０００人程で，サ フラの町よ り寂 れた風貌の町で ある。 しか し， この町

は１５世紀中頃に はカステ ィー リャの代表的な定期市の立つ町と してスペイ ンのみ なら

ず ヨーロ ッパに もその名を知 られていた。 さらに， メデ ィーナ ・デル ・カ ンポはメス

タ （牧場主組合） の移牧経路上の町で もあ り， ブルゴス と並んで ヨーロ ッパ 向けの羊

毛の集散地 と して 重きを成 していた ［ＫＬＥＩＮ　ｌ　９７９：１２０，３４８］。 しか し， １６世紀 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

初 めに国の経済 の中心がマ ドリー ドに移 ってか らはメディーナ ・デル ・カ ンポの市は

衰退 し始 め，同世紀末に は，そ の黄金時代 は既に過去の ものとな って いた，といわれ

る ［Ｅ肌 ＩｏＴＴ　 ｌ９６５：３９，１２５，３７１－３７２］。 それで も， １７世紀末 まで は市の重要性 を

維持 していたが，１９世紀後半に また もや変化 をこうむ ることとな った。

　１９世紀 には家畜市が主体であ るサ ン ・アン トリンの フェリァが残 っていた。１８６０年

にバ リャ ドリー ドか ら鉄道が のびて きたので，それと共に啓蒙主義の気運が この町の

指導者層に も及 び，町の改善が計画 された。 そ こで， サ ン ・ア ン トリンのフ ェリアを

補 強す ることも計画の一部 とな り，１８８７年に はサ ン ・ア ン トニオ ・デ ・バ ドゥア （縁

日は ６月１３－１５日） のフェ リアが創 られた。家畜，木材，果物な どの売 買を主 と したフ

ェ リアで，鉄道 と道路 が開 けたお蔭で， サ ラマ ンカ， ア ビラ， バ レンシア， サモ ラ

（以 上は ８０ｋｍ 以 内），バ リャ ドリー ド （４０　ｋｍ 以 内） 方面か ら人 が集ま った。 この

市 の盛況 は１８９５年 頃まで続いた。 しか し，第一次大戦後に，農業 の機械化が進 み，カ

ステ ィー リャ地方の農業面 の統合が始ま り農業人 口が減 って くると，家畜 市を中心 と

す るフェ リア の重要性は薄 れ，１９５０年 代にはサ ン ・ア ン トニ オ ・デ ・パ ドゥアのフ ェ

リアは廃止 されて しまった。 現在 で は， このフェ リアの 名 残 と して ６月 １３日の 前

後に ３日間に 渡 って祭 りと闘牛があ るだけに な って しま って い る ［ＬＯＲＥＮＺＯ　ＳＡＮＺ

１９８６：５６５－５６６］ｏ

　 つま り，メデ ィーナ ・デル ・カ ンポの人 々は１９世紀 の変動に は耐えたが，１９５０年代

に起 こった人 口の農業 離れに は成すすべを持たなか ったので ある。 この間の事情につ

いては， この有名な町が出版 した分厚い町史 も詳 しい情報 をのせていない。 １９５０年代

といえば，スペインの商業 発展が軌道に乗 り，６０年代に起 こる “奇跡”の発展への助

走が始 ま った年代であ り， この年代に農牧民を対象とす る従来の フェ リアが衰退 した
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のは大 いにあ りうる ことであ る。

　その ような旧来 のフェ リアの限界を早 々と察知 し，古い フェ リァを手直 しし，新 し

い形に しつ らえたのはセ ビー リャの町であ った。 このア ンダル シーア最大 の都市のフ

ェ リアの起源は１２９２年に遡 るが，現在 その名が知 られている ４月 のフェ リア （祭 日は

１９－２１日）は１８４７年に始 ま った。この年 のフェ リア は未だ農業 と家畜 を中心に した もの

であ り，競馬，闘牛 ，家畜の コンクールが主な イヴェ ン トであ った。 しか し，翌年 に

は三つのカ セタ（小屋）が作 られ，そ こで踊 り飲食す る人が現われた。それか ら ６年経

った１８５３年 のフ ェリアを描いた絵 が残 ってい るが， これを見 るとカセタがあ る。三角

屋根 の付 いた家 の枠に天幕 をとり付 けた もので，入 口には ドレープのあ る布が付 けて

あ り， 中で は狭 いと ころに人がひ しめいてい る。現在の カセタと余 り変わ るところは

ない。ただ人物 は異 な り，正装 した紳士が見 える。女性は現在 と同様で， セビ リャー

ナ （セビー リャ風）とよばれ るダ ンス服 を着て扇を持 ってい る ［ＲＯＤＲＩＧＵＥＺ　ＢＥＣＥＲＲＡ

１９８４：７３１－７３４］０

　１８５０年 代か ら１９世紀末 までに は フェ リアの祝祭 面が徐 々に 強ま ってい く。 １８５０－６０

年代に セビー リャ周辺 に鉄道網が延 び，往来が便利にな ったので ，フェ リアへの入 出

が増え，劇 と踊 りと闘牛が もて はや され， カセタの数が増加 した。１８６４年 に は初 めて

花火が打上げ られ，ガス灯が街路に姿を現わ した。１８７０年 代には祝祭的要素が一段 と

増 え，１８８０年 代にはフェ リアは聖週 間と並んで セビー リャの二大 イヴェン トとして名

を馳せ た。そ して，１９世紀か ら２０世紀になると，過度の祝祭的雰囲気のために， フェ

リアが元 々は家畜 市で あったことが忘れ られ ることもあ った ［ＣＯＬＬＡＮＴＥＳ　ＤＥ　ＴＥＲＡＮ

ＤＥＬＯＲＭＥ　 １９８１］ａ

　１９３７－４６年に は市民戦争 と第二次大戦の煽 りを受け， フ ェリアは縮小 され， 元 々の

家畜市に戻 って しま った。 ちなみに，市民戦争が終わ った１９３９年 にはフェ リアの祝祭

面 は禁止 されている。 こう して低迷を続けていたが， １９４７－５６年 には祝祭面が戻 って

きて，賑やかにな った。１９５６年に はフランコ総統が セビー リャを訪問 し， フェ リアが

華 々 しく催 された ［ＧＯＬＬＡＮＴＥＳ　ＤＥ　ＴＥＲＡＮ　ＤＥＬＯＲＭＥ　１９８２；６５－１３４］。 それ以降，

フェ リアは家畜 市と して の重要性を徐 々に失 い，年 々祝祭性が多 くな り，ア ンダル シ

ーアを代表する春 の祭典 とな って きた。

　 さて， このセ ビー リャか ら北に約 １２０ｋｍ の ところに位 置するサフラは常にセ ビー

リャを意識 してきた 町 で あ る。 この町の 周辺で も農 牧業 の機械化 と合 理化 が進 み，

１９５０－６０年代に は家畜に重 きを置 いたので はフェ リアの活気を維持 で きな くな り，人 々

はセビー リャのフェ リアを モデルに して町の フェ リアを活性化 することを考 え始 めた。
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町人のこの意向は町政の諮問委員を通 じて町役場に伝わ り，町役場はフェリアの改革

案を練 り始あた。郷土史家の意見も参考にされたことはいうまでもない。その努力は

１９６６年に実を結び，今日の盛大なフェリアを招来する端緒となった。

２． サ フ ラ の フ ェ リア

　 １）　 そ の 由 来

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

　 この町のフ ェ リアの起源 は１４世紀に遡 る。１３８０年に フア ン１世が一週 間の市を許可

したのが始 ま りで ，１３９５年 にはエ ン リケ皿世に よ りサ ン ・プア ン （祭 日は ６月２４日）

の フェ リアが許可 され た。 ところが，１４５３年 にはフアン ＩＩ世に よりサ ン ・ミゲル （祭

日は ９月２９日） のフ ェリァが ６日間許可され， これがサフ ラに定着 してい った。 とは

い えフェ リアの許可は為政者の思惑に左右 され るのが常で ，１４８９年に はカ トリック両

王がサフ ラの フェ リアを禁止 した， と思 うと，翌 １４９０年 にはその再開が認 められた。

イサベ ラ女王の死後 ， 政情不安 はあ ったが フェ リアは 生 き続 け， １５１０年に は女 王の

後継者で カステ ィー リャの女 王 プアナか ら フェ リアの特許 が 与え られた。 そ して，

１７０９年に はフェ リペ Ｖ世に よ りフェ リアを永続 させる ことが確認 された ［ＣＲＯＣＨＥ　ＤＥ

ＡＣＵＮＡ　 １９８１ａ］ｏ

　 フェリアへの参加者や商われた品目について の詳細 は不明であ るが，１７，１８世紀に

ついては少 し情報があ る。近 隣はむろんのこと， シウダ ・レアル， トレ ド， カ ンポ ・

デ ・カラ トラーバ （ラ ・マ ンチ ャ地方 の シウダ ・レアル とバルデペーニ ャスの間 に広

が る旧 カラ トラーバ騎士団の土地） のような遠方か ら参加す る人 があ り，珍 しい貴重

品 と家畜が主に商われた様子であ る。 また，ポル トガルか ら黒人 奴隷が運び こまれ，

１７－１８世紀 には何人かの黒人 がサフラに居た と さ れ て い る。 そ して， ２０世紀にな る
　 　　　　　

と家畜 がフェ リアで重要性 を高 めた， と郷土史家 はのべて いる ［ＣＲｏｃ且Ｅ　ＤＥ　ＡＣＵＮＡ

１９８１ｂ：１７１－１７７］０

　 この史家 のい う家畜とは馬， ラバ， ロバなど ジプ シーが扱 う運搬用家畜 と牛，豚 ，

羊などの食 肉用家畜の両方 に言及 していた と，私 は思 う。彼 は特記 していないけれ ど

も， この区別 は後程かな り重要 になって くる。２０世紀にな って，時 と共に農業の機械

化 が進み，汽車 や 自動車などの交通機 関が地方に及ぶにつれ，運搬 用家畜 の重要性 は

減少 し， フェ リアで売買 され る数が減 って きた。 この変化 はサフ ラ周辺では１９２０－３０

年 代か ら始 ま り， １９５０－６０年代 には加速度 的にな り， それにつ れてジプ シーの家畜仲

介人 （ｃｏｒｒｃｄｏｒとか ｔｒａｔａｎｔｅと称 され る） の重要性 も減 ってい った。 このままで は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９２３
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家畜市 は消えてい くはずであ るが，そ うはな らない。 何故 な ら，食 肉用家畜の方 は需

要が減ることはな く，美味で知 られ る “黒足 のイスパニア豚”を は じめとす るエス ト

レマ ドゥーラの家畜 はバダホス県 やその他の 国内市場で も競争力 を持 ってい るか らで

ある。 だか ら，家畜 とい って も食 肉用家畜の市場 とい う役割 を生か してい くことで，

フェ リアの家畜市 は存続 しえたのであ る。

　運搬用家畜の重要性 が減 ったのは，よ り大 きな社会変化 の波 の一端であ った。農村

で は機械が男の仕事を段 々と奪 い，男手が大 量に要 る仕事 とい うと，秋のぶどうの採

り入 れとオ リー ブの刈 り取 りにな って しまった。 乗用車 は１９３０年代に初 めて町に現 わ

れ，年 々増え， 入 々の距離感が変 わ ってい った。 また１．９５０－６０年代に はラジオとテ レ

ビが普及 し，人 々の娯楽の有 り方 を徐 々に変えてい き，以前に カ トリックの祝祭暦 が

町人に対 して持 っていた重要性 がとみに落 ちて きた。 そ して，祝祭暦の一部を成 して

いたフェ リアも旧来 の姿で は町人 の関心を惹かな くな った。

　そ こで， フェ リアの改変 が町政 のテーマ とな り，町政諮問委員が選ばれ，あれ これ

議論 を した末に， セビー リャを見 習うが家畜市を維持 し大切 にす るとい う方 針がつ く

られ，１９６６年 に実施 された。 これ以降 のフェ リアは 「サフ ラの町の フェ リア」 とよば

ず， 「エス トレマ ドゥー ラ地方随一 のフェ リア」 と銘打 ち，年 々その規 模を大 きくし

て きた。それは家畜市中心 か ら家畜 ・産業 ・祝祭 市への転換で もあ ったが，新 旧両方

のフェ リアの姿 が見 え隠れ するところが興味深い。 そ こで，１９８０年 代に私は この町の

フェ リアを見聞す ることにな ったので，以下に各 フェリアを記述 し，新旧折衷 の現今

のフェ リアの実態をお伝 え したい。

２） 現 在 の フ ェ リア （１９８１－８２， １９８９年 ）

　以下に記 す フェリアの内，（１）一（３）は１９８１－８２年 に見 聞 し，（４）の一番大 きな フェ リアは

１９８９年 の秋に 目に した もので ある。見 聞の時間差 は厳密にい うと気になる ことで ある

が，１９８０年 代の一般 的傾向を伝 えるもの と考えて ほしい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

　（１）毎月 １と１５の 日の市 （メル カー ド）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 いち

　毎月 １日と１５日に市が立つ。 これ はフェ リアで はな くメルカー ドとよばれている。

小規模の家畜の売 買が目的で，関係者 はエスパ ーニ ャ広場 （地 図１－２０） に面 したサ ロ

ン ・ロメロとい うバル （バ ーと喫茶店 の混合形）に集 まる。 この広 場は１９６５年 まで秋

のフェ リアが開かれていた場所であ るが，今 は公 園にな ってい る。 サロ ン ・ロメロは

フェ リアの場 が町の外 （地 図１－１，Ａ，　Ｂ）に移 された後 も名声を失わず，格 の高い社交
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写真 １　 有名バルのサロン・ロメ１７。男達が家畜の商談をしている。

の場 とみな されている し，市の 日には商談 の場 とな る。 いつ もは男女の姿が見え るの

だが， １日と１５日の朝１０時か ら ２時頃まで は男ばか りの客 で一杯に なる。飲み物を楽

しんで は家畜の商談 を して いるのであ る。話 し合 いがつ くと，当事者 は車に乗 って町

の外 や自分 の村にあ る家畜置場に行 って，直に家畜 を見なが ら商談 をまとめるのであ

る。大 きな動物 よりも小 さな もの，特に豚の取引きが主 だとされている。

　１９ｓ１－ｓｚ年 に会 った町の或 る肉屋 さんは サ ロン ・ロメ ロの常連だ ったが， １９８９年に

なると商談 をす る回数が減 った，とい う。理 由は，スーパー ・マ ーケ ットが増 え，そ

こで 肉を売 るよ うにな り，個人の店舗 での売れ行 きが落 ちたのであ る。 この肉屋は５０

代の半ばなのだが，息子 の将来を考えた末， 肉屋の手助けを してい たのを止 めさせ，

町に新設 された石 油会社 Ｃａｍｐｓａ の守衛に転職 させた。 こういう人が増えて くると，

１日と１５日の市の先行 きは危 ないのだが， これか ら１０年程経 ってみ なければ将来を判

じることはで きない。

　（２）鼻水の フェ リア （２月 ３日）

鼻水 の出る程に寒い頃にあるフェ リァとい うことであ り，毎年 ２月 ３日に開かれ る。

この 日はカ ンデラ リアの聖母 の日で春 の始 まる日とされてい るので，寒いけれども春

先の フェリアということにな る。 この市 は家畜市だけであ り，１９６０年代 まで は ジプ シ

ーが大 勢来 て
，現在 サン ・ミゲル 教会 （地図１－２４） が立 ってい るあた りの空地 に動物

を止 め， 円陣を張 ってい た， と町人は記憶 してい る。今で は，訪れ るジプ シーの数 も

９２５
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少なくなり，フェリアの日の前日に町に姿を見せるにすぎない。

　１９８２年 ２月３日の朝 ９時３０分にフェリアを見に行 くと，次のようであ った。町の旧

区画外にある屠殺場 （地図１－３）の左手 （町の城を背にして）の空地に入 っていくと，

あちこちでジプシーの仲介人が馬，ラバ，ロバを仲介 していた。その背後に空地が広

がっており，家畜運搬用の トラックや乗用車が置いてあり，その後ろが家畜のたま り

場になっている。野宿の場だから，火を起 こして鍋をかけている女の群が ５つ程みえ

た。

　サフラ在住のジプシーの仲介人は濃紺の背広に身を包み，竹の杖を脇に抱えて紳士

風に しつらえている。常日頃は気楽な格好の人なので別人のように見える。さて，買

い手が現われると，彼は言葉た くみに仲介に入る。動物を引き寄せ，お腹に手を当て

て体調を判断 してみせ，馬なら走 らせて歩調の良さを賞めそやす。買い手が話に乗っ

てきて，札束を仲介人に渡 し，値段の交渉に入 る。売 り手はサラマンカから来たジプ

シーの女でｒ皮のコートとブーツに身を包んでいる。買い手と売 り手は直接話 さず，

真中に入った仲介人に自分の意志を伝える。この言葉を言いかえて相手に伝えるのが

仲介人の役目である。ところが，この場合は，買い手の反応が上手 く行かず，サラマ

ンカの女性は怒って しまった。 これにひるまず仲介人はしゃべ りまくり，双方に折合

いをつけた。仲介人の手から札束が何回か左右に動き，値切 りと値上げが繰返され，

やっと値段が決まった。その間，４０分はかかった。サラマ ンカの女はトラックに一杯

家畜を運んできてお り，売 る気充分だったから商談が成立 した，とサフラの仲介人は

写真 ２　 ジプシーの仲介入がサラマンカから来たジプシー女の馬を売ろうとしている。
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い ってい た。勿論 ，仲介人 はかな りの仲 介料 をもらった。誰 も何パ ーセン トの仲介料

なのか教 えて くれなか った。

　あ ちこちで， このよ うな仲介が進んでいた。 しか し，何件成立 したかは不明であ っ

た。 ジプ シー達 はア ンダル シーア， ウエルバ，バダホス，サラマ ンカ方 面か ら来てい

た。午 後になると ２月のた めか，急に陽が落 ち，寒 さが身体に こたえ，鼻水 の フェ リ

ァと名前がついて いる理 由が納得で きた。

　 この見聞か らす ると，２月 ３日のフェ リアは ジプ シーが馬，ラバ，ロバを売 る家畜 市

で ある。 エス トレマ ドゥー ラの ジプ シーに よる家畜の売買 と仲 介の盛期 は１８５０－１９５０

年 とされてい るので ［ＳＵＡＲＥＺ　 １９８５：ｉ６」， この盛衰のテ ンポがサフラあたりで は少

し遅れていて，未 だにその姿 をとどめてい る，と私 は判断 してい る。１９８９年の秋に町

を再訪 した折に，同年 の鼻水 のフェ リアへの ジプ シーの参加 はどうだ ったか， と町人

にたずねたところ，確実に数 が減った， とい う答 えが返 って きた。馬 ， ラバ， ロバ を

運搬のためで はな く趣味的生 活に使 う機会 が増え るな ら， このジプ シーの家畜 市は必

ず しも消滅 しな くて も済むのであるが，現実 はそ う生易 しくはなさそ うである。

　（３）サ ン ・ペ ドロとサ ン ・パ ブロのフ ェリァ （６月２９日）

　暑か らず寒か らずの良い気候の下で開かれるフェ リアであ るか ら遊 び事が加わ るが，

家畜市 の規模が大 きくなるわ けで はない。

　 ６月２８日に はシル コ （ｃｉｒｃｏ）とよばれ る遊戯機が町の一角 （地図 １－１か ら道を越え

て町の区画内の所） に置かれ，若者や子供が集まって いる。 この シル コは県庁所在地

のバダホスか ら業者 が来 て営業 してい る，との ことで あった。遊 戯機には二種類あ り，

昔か らあ る馬型 と自動車型で あ った。またチ ュー ロという揚 げ菓子を売 る露店が二軒

立 ち，客 を集 めてい る。 これをチ ョコレー トの飲物と食 べるのであ る。 その横 を ジプ

シーが何人か歩いてい く。竹 の杖 を手に し長髪なので ，す ぐそれ と判 る。

　 さて，フ ェリアの当日とな ると，町の商店 は休業 し，町最大 のエンジン会社 デ ィー

テル も休業 となる。朝 ８：３０分 頃， フェリアの空地 （２月 ３日と同 じ場所） に行 って

み ると，家畜 の売 買が見 られた。 この 日見た仲介人に は ５人 もの介添人が付 いていて，

仲 介の流れをみて は，つ ぶや くように意見 をのべ る。それを聞いて ，仲介人が考えを

まとめて，刻 々と仲介 を進 めてい く。話 が成立す ると，仲介入 は売 り手 と買い手の双

方か ら礼金を とり，それを介添人 と分けるのだそうであ る。 この間 の事情 はまるで劇

を見て いるようで，周 りで見物 して楽 しんで い る人 は私 だけで はなか った。

　 仲介人 は町 の外か らも来 ているが，町に住 んでい るジプ シーで普段は別 の仕事 を し

てい る人 も３人加わ っていた。 なお， この 日の フェ リアに参加 していたのはテ ィエ ラ

９２？
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写真 ３　 仲介が成立 しそうになり紙幣が渡される。

地 図 ２　 エ ス トレマ ド ゥー ラ ：カ セ レス とバ ダ ホ ス （→ は フ ェ リア の順 ♪

・デ ・バ ロスと ラ ・セレーナの各 町村 （地図 ２）
，ウエルバの村 の人 々であ った。

　この フェリアが終わ ると，季節 は夏 とな り， ８月には耐え難い暑 さが町を襲 うが，

９月に入 ると朝夕 は涼 しくな り，サ ン ・ミゲルの フェ リアが 日程に のぼ って くる。
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　 （４）サ ン・ミゲル のフェ リア （１０月第 １週，第 ２週）

　 この頃，平野 の一部 は黒土に被われ，そこに は小麦な どの穀 物が植えてある。銀 色

に葉 っぱの輝 くオ リー ブの木に は実がぎ っしり実 ってい る。 背の高い樫 の木に はどん

ぐりが付 き，そ こだけ薄若葉色に見え る。緑色に続 く平地はぶどう畑で ，採 り入 れが

始 ま っている。 このぶど うの甘い匂いで蝿が 発生 し，畑か ら離れた町の家 にまで入 っ

て くる。 こうなると， 町人 はフェ リアが近い， と感 じる。「フｘ リアの前に雨で も降

れば，牧草が伸びて，家畜 も太 り， フェリアが栄 える」 と昔か ら町で はいって きた。

　 １９８９年 の秋 は雨が少 な く， まるで初 夏のように暑か った。 このような天候を 「マル

メロの夏」 （ｖｅｒａｎｉｔｏ　ｄｅ　ｍｅｍｂｒｉｌｌｏ）とよび，ぶ どうの生育に は良 くないそうだが，

フェ リアの準備に は好都合で あった。

　 この頃になると，毎年 ジプ シーが少 数で も現 われ るが，１９８９年 には来 なか った。 こ

の年のスペイ ン南部で は馬 ， ラバ， ロバ類 の疫病が ８．月末か ら発生 し，バダボ ス県南

部の４６の町村で予防接種が行 なわれ，他所への移 動が禁 じ られ た か らで あ った ［Ｅｌ

Ｐａｉｓ　Ｏｃｔｕｂｒｅ　１２　ｄｅ　ｌ９８９］。 サフ ラの町の殉 教者 のバ リオ （通称 ヒターノ （ジプ シ

ー） のバ リオ
，地図１－１８か ら１９に至 る街路） の近 くに住 む主婦の記 憶によ ると，１９６０

年頃まで はジプ シーはこの街路に大勢来ていた。着 くと，街路の入 口にある水飲み場

で家畜を留 め，水 を与え，それか ら街路に乗 り入 れた。何人か共同で この街筋 の家 の

一階部分を借 り
， １か月 も過 ごした。 この間， ジプ シー同志で知 り合 って結婚す る者

もいた し，子供に洗礼を受け させ る人 もいた。 この頃のフェ リアはエスパーニ ャ広場

（地図１－２０）に立 ったので，住みついた街路 に間近で便利だ ったのであ る。 しか し，

家畜 を留 め置いた り動かすに は空地が要 るので，今 のサ ン ・フランシス コ教会 の廃櫨

（地図１－２５）近 くの空地に連 れて行 って，円陣をつ くり，曲芸を見 せたという。 この

場所 は現在， ２月 ３日と ６月２９日に フェ リアが開かれる場所に近いので， この方向 の

場所が時代が変わ って も家畜の留 め場だ と理解 で きる。 曲芸 を見せ るの はサフ ラに限

らず，近 くの村へ も出かけて行 って演 じた，という。 このことは確かで ，近村 のプエ

ブラ ・デ ・サ ンチ ョ ・ペレスの住人が子供の頃見 たジプ シーの曲芸を記 憶 して いる。

様 々な人 々の話か ら判断す ると， ジプ シーの来 訪は１９６０年代か ら急速 に減少 したが，

１９７０年 代半ば まで は，それで も数が多か ったが，それ以降，減少を重ね，今 はもう数

少な くな ったといえよう。

　 この ようにサ ン ・ミゲル の市で はジプシーの家畜市 は衰退の一途 を辿 ってい るが，

食 肉用家畜 の家畜市 は勢いを失わ ない。それど ころか，１９６６年以降，出頭数 も増 え，

常設 の建物がつ くられ，１９８９年に は 「国家 レベルの家畜 市」 と町役場がよびた くなる
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写真４ 入 札 を 待 つ 羊

程 に大 きくなった。

　食 肉用家畜 は ９月３０日か ら常設市場 （地 図 １－Ａ） へ運 びこまれ る。 家畜 の種類によ

り，建物 が定 まってい る。 入荷 されたのは牛，豚 ，羊，山羊，鶏であ った。１０月 ２日

か ら ８日まで毎 日，入札場で家畜 の コンクール と入札が行なわれ る。 なお， フェ リァ

の初 日の １日に はエス トレマ ドゥー ラの農業審議官が招かれ，会 場のテープ ・カ ット

に参加 する。

　 とい った次第であ るか ら， サ ン ・ミゲル のフェ リアでは馬 ， ラバ， ロバの家畜 市は

衰 えつつあ るが，食 肉用家畜 の市 は勢い付 いて おり，農牧地帯 に囲 まれたこの町 のフ

ェ リァとしてふ さわ しい姿 だと思われ る。

　 食 肉用家畜の売買 と並 んで発展 して きたのが農牧業用の産業製 品の展示販売で ある。

耕 作機，黎 の刃，台秤，調合干 し草，え さ箱，モータ　 ｓ農 場の囲いの締切 り具，農

具 ，水力用 引綱 ，台所 用発電機，運搬用台車 ，飼料切断機，庭 園用具 ，新品種の種，

などが 出品 されてい る。 出品 して い る会 社 は １１４社 で ［ＡＹＵＮＴＡＭＩＥＮＴＯ　ＤＥ　ＺＡＦＲＡ

１９８９］，エス トレマ ドゥー ラ （バダホス県 とカセレス県），北 はカステ ィー リャ地方 の

ブル ゴス，ソ リア， アラゴン地方 のサ ラゴーサ，南 はアンダル シーアのセ ビー リャ，

コル ドバ，それと隣国のポル トガル という範囲か らである。それに，１９８９年に はイベ

リア航空会社 まで が参加 し，１９９２年 の コロンブス ５００周年祝賀 のフェ リアに備 えよう

と していた。
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写真５ 展示 即売用 の耕 作機

　１９６６年以降， フェ リアは祝祭の時 として町役場が中心となって盛 り上げて きたので，

文化 的催物 は年 々派手になって きた。 １９８９年に は ９月２６日か らフェ リアの初 日の１０月

１日まで国営ホ テル （サ フラの城 のこと，地 図１－１０）の前庭で毎 夕一つ の文化行事が

開催 された。子供 向きの劇 ，サル スエ ラ，劇 ， フラメ ンコ， ロ ック，民謡大会の順で

あった。 こう して，一 日一 日とフ ェリアの初 日まで祝祭 的気分を少 しずつ高 めてい く。

　 そ して， フェ リアの期間に入 るとカセタ （祭 りの小屋 ｃａｓｅｔａ）が活動 し始 める。 こ

の町で はカセタに三種類 ある。 最大の ものは町役場 が経営す るもので ， １０Ａ２－７日ま

で楽隊が準備 され，踊 りと飲食がで きるようになってい る。１９８９年には セビー リャか

ら歌い手 が招かれていた。第二の カセタは町にあ るエンジン会社 のもので，社員は無

料，一般人は有料で入場 し，飲食 と踊 りの場 となる。第三のタイプは ２－３年前に現わ

れた もので ，会 員でつ くられた ものであ る。 生活 に余裕 があ り，気の合 う人 々が集ま

り，役場に願い出て土地を分 けて もらい，持 ち寄 った資金で大工を雇い，小屋 を建て

て，カセタとす る。 例 えば， 私の知人の夫妻 は 「いつ もの仲間」 （Ｌｏｓ　ｄｅ　Ｓｉｅｍｐｒｃ）

とい う名のカゼタを建てたが，成員は４８人で，２４組の夫婦の集 まりであ る。有 名商店

やエ ンジン会社に勤 める人，教員などが主体で，趣味の合 う４０歳前後の人 々の集ま り

であ った。 カセタは倉庫のような建物で，セ ビー リャの もののように装飾 されてはい

なか った。 フ ェリアの期間中，夜 の１１時頃か ら集ま って，飲 めや歌 えの楽 しみ ようで

あった。

　 フェ リア は闘牛のフ ァンが間近で闘牛を見れ る時で もある。町に は立派な闘牛場が
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写真６　 フェリアの見物人でにぎわう闘牛場

あ り，秋のフェリアの時にだけ使用される。闘牛に使われる牛は中盤戦に質の高い牛

が出るようになっている。１９８９年には１０月 ５日に手始 めに子牛を相手に闘牛があり，

６日には全国的に名の売れたサラマンカの家畜商の牛が出，７日には町の家畜商で地

域で名の売れたコンデ ・デ ・コルテの牛が出場し，人気が高いので入場券がなかなか

手に入 らない。最終日の８日 （日曜に当たった）には，また子牛が出たが，町出身の

写真 ７　揚 げ 菓 子 チ ュ ー ロ の 売 店

９３２



黒 田　 フ ェ リアの変貌

青年闘牛士が出演 したので闘牛場は満員であった。

　カセタや闘牛場に行かなくても，街路には露店が立ち，祭 り気分を盛 り上げて くれ

る。城の横からフェリアの敷地に向かう目抜きの街路の両側に露店がずらりと並び，

セルバンテス街の所で道が左右に分かれると，その左右にも店が出ている。 トゥロン

（ヌガーのような菓子）な ど菓子を売る店，ポ ップコーンの店，ピーナッツの量 り売

り，鶏の丸焼きを売 る店，チューロ （揚げ菓子）の店，干 し豚の股肉を売る店，バル

が並んでいるのである。食物でない物を売 る露店としては藤製品，金物，馬具一式，

家庭用品を商う店があり，特に左右に分かれた街路部分にかたまっている。どの店も

大声で客を呼び込むので騒々しい。買物客に懸賞をつける店があり，当たるとマイク

で放送するので，一段と騒々しくなる。これらの店が繁昌するのは昼間と夕方であっ

て，夜 ９時頃からは客足は遊戯場 （地図１－Ｂ）に向かって しまう。

　 この遊戯場はフェリアの期間中ずっと不夜城のように町の左手に（城を背にして）夜

目に浮かんで見えている。町の旧区画内の住宅地からかな りの距離があるが町人は出

掛けて行 くから，遊びのエネルギーは大きい。町人だけではな く，近隣の町村からも

車やバスで来て遊ぷ人が多いので，人で一杯である。特に若者の出入りの多さは誰で

も気のつ くことであり，私の下宿にもバダホスから車で来て，一週間も寄宿 し，夕方

になると出かけ，朝帰りする青年がいた。 こういう人に連れられ遊戯場に行ってみる

と，各店に一種類の遊戯機が置かれ，光と音が流れている。 ６月２９日のサ ン・ペ ドロ

とパブロのフェリアと異なり，大がかりな遊戯機が多い。 このコーナーを通 り抜ける

写真 ８　 シ ル コ と よ ば れ る 遊 戯 機
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写真 ９　 カセタ （ダンスと飲食のための小屋）で早朝までセビリャーナ

　　　　 （セビーリャ風）の リズムに乗 って踊る若者

写真１０ ジ プ シー の大 道 芸 人

と露天のバル，町役場のカセタ，チューロとチョコレー トを売る店が並び，酔客がう

ろうろ している。ここらで夜明けまで過ごす若者 も多い。 この通 りの果てにはテント

掛けの映画館や劇場が設営されている。

　そんな喧騒とは別にひっそりと道に立つ大道芸人の姿もある。１０月 ６日の夜に私の

目にとまったのは雌山羊を台に乗せる芸を見せる老人で，音楽を奏する女性が付いて
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写真１１ ジプシーの大道芸人一 若者がヤマハのオルガンを奏 しトランペット

　　　　を吹き，老婆がお金を集める。

お り，老女が見物料 を集めて いた。毎年 フェリアに来 る芸人 で ジプ シーの一種であ る

といわれ る。同 日の昼 間には，別 のジプシーの一家がサ ロン ・ロメ ロに近い所 で ヤマ

ハ のオル ガ ンをひいていた。 これ は台車に付 けてあ り，持 ち運びが楽であ り
，若者 が

三 曲以上奏 して も誰 もお金 を与えないので，家族 は市場の方 へ場所 を移 した。 ここは

庶 民的な場 なので，数 人の見物人が お金を与 え，老姿 は市場の中まで入 って喜捨を仰

いだ。

　以上 ，フェ リアの動 きを，１）家畜市，２）食 肉用家畜 の市，３）産業 市，４）祝祭 面に分

けて記述 して きた。４）の部分 は記述 しがた く，写真 と合 わせて想像 して頂 きたい。１）

－４）と見てい くと
， この町の秋のサ ン ・ミゲル のフェ リア は家畜市 の域を脱 して，産

業市 と祝祭市の様相 を大幅に取 り入れて盛況 を呈 してい るといえる。 これ は１９６６年 の

フ ェリア改革以来 ，町人が志 して きた ことで あ り，その年 か ら数 えて２４年 目の１９８９年

に は，町 のフェ リアは家畜 ・産業 ・祝祭 市とよべ る形に既に変 貌 した姿 を見せてい る。

　以上，町の四つのフェ リアを概略 したが （正 しくは（１）はメル カー ド），（２）一（４）のフェ

リアに はジプシーが姿 を見せ， この地域 の家畜市でかつて は今 より大 きな役割を演 じ

ていた ことが うかが えた。そ こで， ジプ シーのフェ リアへの参加について僅かなが ら

知 り得た ことを次に記 したい。
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３． ジ プ シ ー の参 加 につ い て

　 ジプ シーが スペイン北部 か ら南部に降 りて きたのは１８世 紀 中 頃 と され ［ＳＡＮＣＨＥＺ

ＯＲＴＥＧＡ　ｌ　９８６：４８－４９］， この頃 エス トレマ ドゥー ラ各地に 分布 して 行 ったのだろ

う。現在，同地方で ジプ シーの人 口の多い所はバダホス， カセレス，メ リダ，プ ラセ

ン シア，セ レーナ各村， ナバルモ ラル ・デ ・ラ ・マタ，テ ィエ ラ ・デ ・バ ロス，タホ

河の周辺といわれるが ［ＳＵＡＲＥＺ　ｌ９８５：２４］（地図 ２参照），人 口など詳 しいことは調

べ られていない。 ジプ シーは家畜の売買とその関連の仕 事を してい たが， １８５０－１９５０

年 の １００年間 がその全盛期で ，既にのべた ように，その後 は交通 の変化 と農業の機械

化に より， この商売 は落 ち目とな った ［ＳＵＡＲＥＺ　ｌ９８５：１６，２０］。

　 サ フラの町人が１９６０年 代まで はジプ シーが大 勢サ ン ・ミゲルの フェ リアに来た， と

記憶 していると前章で記 したが，それ は彼等の全盛期 の最後の波 を見てい たのであ る。

１９６０年 代まで はジ プ シーはフェリアを追 って歩 き， フレヘナル ・デ ・ラ ・シエ ラ （祭

日サ ン ・マテオ ９月２１日） か ら ジェレーナ （サ ン ・ミゲル ９月２９日）， そ こか ら サフ

ラ （サ ン ・ミゲル）， 次に メ リダ （ピラールの聖母１０月１２日） へ と動 いて いたの だっ

た （地図 ２参 照）。 この ジプ シーの動 きは１９７５年 頃までなん とか続 いて いたが， その

後 は年 々消えつつ ある。 この変化が エス トレマ ドゥー ラに定住 してい るジプ シーの生

活 にどのよ うな変化 を もた らしてい るかについて私達 は殆 ど情報を持たない。

　 １９８９年のサ フラの町には約８０人 の ジプ シーが住んでいる。 子供を入 れると １００人位

になるだろ う， と町の ジプ シー協会 の会 長 はいう。 この８０人 の内 ３－４人が フェ リアの

度毎に家畜の仲介人にな っている。 しか し， この人 々も普段は別 の職業についてい る。

石 工，バ ーマ ン， シーッや布 の販売，宝 くじ売 り，掃除係 ，夏 の観光地でのアルバイ

トなどが仕事であ る。旦那衆 のジプシー とよばれ る人 々は町のバルや レス トランの経

営者， フラメンコの先生である。 これ は１９８０年代 の現状であるが，１９６０年 代まで は家

畜 に関わ る仕事についていた人がず っと多 か った。仲介人 ，ひずめ打 ち， ブラシ作 り

などであ った。 この人 々は もう亡 くな ったか ，隠退す る年格好であ り，往時いかに よ

く稼 いだか を語 って くれ る。家畜の仲介人 か ら自動車の仲介人 に転 じ財を成 した ジプ

シーで ，墓地にパ ンテオ ン （廟）を作 った人 さえいた。 しか し， ジプ シーが家畜で稼

げ る時代は去 って しまいつつある。 １９世紀半 ばか ら１００年以上続 いた仕事がな くな り

つつあ るのだか ら， ジプ シーの社会 は過去２０－３０年の間，その変化に苦 しんで きた。

　 その上，宗 教上 の分裂 さえ起 こって きた。１９６０年末か ら米国の フィラデル フ ィアの
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ペンテ コステ の エバ ンジェ リ会 （聖霊降誕の 福音伝道教会 ， これ に つ い て は Ｓａｎ

Ｒｏｍａｎ ［１９７６：５４－５５］参照） が布教 を始 め， 改宗者 は聖母 の存在を信 じな くな り，

ジプ シーの慣 習を無視す るよ うに な った。

　 そ こで， ジプシー社会に起 こって きた混乱を緩和するのに役立つだろ うということ

で ，以前か らあ ったフ レヘナル ・デ ・ラ ・シエ ラへの巡礼 が２０年程前に （１９６９年 頃）

活性化 され ることとなった。 この年代が フェ リアの活性化 の年代 とほぼ一致 する こと

に注 目 して ほ しい。 それ まで はサ ラマ ンカ， ウエルバ，バダ ボス， ポル トガル のジプ

シーが フ レヘナル ・デ ・ラ ・シエラのはずれににあ る礼拝堂に祭 られた ロス ・レメデ

ィオスの聖母へのお参 りに１０月の最終 日曜 日に集 まっていたのだが，１９６９年 か ら司祭

を招 いて フラメンコ ・ミサを行 ない， フェリアに参加 しなか った人 々も集ま り祈 り楽

しむ機会に しようと した。 サフ ラで もジプ シー協会が結成 され，フ レヘナルへの巡礼

を支援 している。１９８９年 には，二人の旦那衆 の ジプ シーが協会 の推進役で， この内一

人 はフラメ ンコ奏者 と して ミサの壇上に立 ち，その夫人 はフラメンコを歌 うな ど積極

的に参加 している。

　 １９８９年 には１０月の最終 日曜日の２２日が フレヘナル の巡礼の 日に当た り，その 日サ フ

ラの町人 と出向 くと，次の ような情況であ った。

　 フレヘナル の町か ら６キロ離れた所に ロス ・レメデ ィオスの礼拝堂があ る。町に入

る前に枝分かれ している小 さな道があ り， この道を車で行 くと，裸足で歩 いて い くジ

写真 １２　 フ レヘ ナル ・デ ・ラ ・シ エ ラの ロス ・レメデ ィオ ス の礼 拝 堂 の庭 に

　 　　 　集 ま った ジ プ シー
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写真１３ 奇蹟を祈願する文章や本人の写真が額に入れてある。

プシーの男女の姿が目に入 って くる。これは聖母に約束事をしているか，罪ほろぼし

の苦行をしているのだ，と人はいう。その横を乗用車やバスが通 り過ぎてい く。間も

な く礼拝堂が見えてきて，道路の左右には売店や飲食店が並んでいる。この様子はフ

ェリアと類似している。あちこちで何人か人が寄 ってフラメンコを踊 っている。ジプ

シー以外の見物客 も多 く，サフラの町人もあちこちに見える。

　パティオから本堂の一階にはいると，正面祭壇が高い所にみえる。それは二階の部

分にある。そこで二階へ通 じる階段をのぼると，中途で右手に細長い通路に出会う。

ここは奇蹟を祈願 し，満願すると，御礼の品を置 く場所である。義足や胴型がつるさ

れているのは身体のこの部分の快癒を祈 るためである。祈願文を顔写真と共に額に入

れたものや ら，恋の成就を祈願 した文章 もみ られる。通路のどんづまりに山とつ るさ

れている結婚衣裳は結婚が成立 したことへのお礼だといわれる。これらを見てから階

段の方に戻ろうとすると，人が一杯で身体が互いに触れてしまう。階段に戻ると，願

掛けのために膝立ちで二階までいこうとしているジプシーがいる。このことにジプシ

ーでない人はいた く感動する。

　やっと二階の踊 り場に着 くと，次は順々にロス ・レメディオスの安置された部屋に

入る。待っている人が多すぎて，ジプシーも非ジプシーも互いに身体がぴった りとく

っついてくる。 このような両者の身体接触はスペイン北部ではありえない，と後程バ

ルセロナの研究者は私に論評した。

　順番が来て部屋に入ると，聖母のマントの周りをぐるりとまわって正面で聖母を仰
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写 真14　 ロ ス ・レ メデ ィ オ スの聖 母 像 一 フ レヘ ナ ル ・デ ・ラ ・シエ ラ

ぎ見 ることになる。喪 中の女性の ジプシーは長い間たたずんで祈 っていた。 内庭 か ら

フ ラメンコが きこえて くるので,降 りてい くと,ミ サが始 ま っていた。 これが終わる

のを待たず 内庭の向う側で は小 グループで フ ラメンコを歌 い踊 りだ してい る。

　 ミサが終わ り,踊 りの輪 が消え る頃には午後 の陽光 も落 ち,バ スで去 り始め るジプ

シー も出て くる。見物人 で ジプ シーでない人の足 は もっと早 く,歌 ミサが終了す ると

去 ってい く。

　サ フラやメ リダの フェ リアにジプ シーが大 勢参加 してい る頃には,フ ェ リアか らフ

ェ リアへと移動す る動 きの最後 の締 め くくりとしてフ レヘナルへの巡礼 があった(地

図2参 照)。 ところがフ ェ リアへの参加が減少 した今 となっては,フ レヘナル はフェ

リアの輪か ら離れ たジプ シーを も含みこむた めの巡礼 と してあ るよ うで ある。 この 日

の巡礼 は本来 ジプ シーの ものであ り,同 じロス ・レメデ ィオスの聖母 とい って もジプ

シーでない人 々は別個に4月 の第三月曜 日に祭 日を持 って いて,こ の町まで巡礼に く

る。 しか し,そ の人 々に とって も,10月 末 のフ レヘナルで の ジプ シーの行事はフェ リ

アの後に見 るべ き秋 の行事 と して念頭にあ る。 この ジプ シーの巡礼が終わ ると,フ ェ

リアの月で ある10月 はお しまいに な り,冬 の生活に入 ってい くのだ,と 認識されて い

る。
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あ と が き

　全国的に フェリァが消えてい くなかで， この町の フェ リアは生 き残 った。 エス トレ

マ ドゥーラの農牧地帯 とい う地 の利 を得てい ることも確かであ るが，激動の６０年代に

古 いフェ リアを活性化 した町人の努力 も大 きか った。 ジプ シーの関わ る家畜市を残 し

なが ら，元 々家畜 市につ きものであ った農牧 用品の市を より大規模 な産業 市に し，こ

れも元 々フェ リアにつ きものであ った祝祭的要素 を大幅に増加 させた，とい うのが改

革 の方法であ った。 それか ら２０年以 上経 った現在，町で開かれ るフェ リアを観察 す る

と次 の ことがわか る。毎月 １と１５の 日のメル カー ドと ２月 と ６月のフェ リアは主 と し

て家畜 市であ り，１０月 のフェ リア （大 市） は家畜 ・産業 ・祝祭市に変貌 して きた。 そ

して， この大市が小 さなセ ビー リャとよばれ るサフ ラの町にふ さわ しい ものと して近

隣の注 目を集めている。

　 フ ェ リアの変貌 とともに ジプ シーの関わ りが減 って きた。 ２月 と ６月と１０月 のフェ

リァの家畜市，それ も馬， ラバ， ロバの市が彼等 の活動 の場であ ったが，市の規模 は

減 り，参加 するジプシーの数 も減 って きた。 この町のみな らず他の町のフ ェ リアを も

次 々と追 って動いていた ジプ シーの移動 は終わ りつつ あ り， ジプ シー達 が集う機会 は

少 な くな った。そ こで， フレヘナル ・デ ・ラ ・シエ ラの聖母へ の巡礼 はジプ シーの集

合の時 として以前 よりも重要 にな って きてい る。 また， この地方の非 ジプ シーの人 々

も， この ジプ シーの巡礼を もって秋 のフェ リア のサイクルが終わ った と考え るように

な って きている。 これ はスペ イン南 部の社会に おけるジプ シー とパ ージ ョ （非 ジプ シ

ー） の長期に渡 る相互依存 のフォークロ リックな表現 といえ よう。
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